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2011 年 7 月 15 日 

報道関係各社 御中 

一般社団法人日本機械学会 

 

日本機械学会および機械系諸団体、8月 7 日の「機械の日」にあわせて 

全国各地でイベントを開催 
 

◆「機械の日・機械週間」について 
 日本機械学会は、「機械」の意義や役割を広く社会とともに考え、人間と機械との間のふさわし

い関係を模索するため、産官学の関係各方面と協力し、2006 年に中暦（月遅れ）の七夕にあたる

8月 7日を「機械の日」、8月 1日～7日を「機械週間」（メカウィーク）として制定し、本年も機

械系諸団体とともに北海道から沖縄までの全国各地で 100 以上のイベントを開催します。 

 このような機会を通じて、若年層の理工系離れ・技術離れの回避、女性を含めた次世代のイノ

ベーティブな技術者育成の支援、さらに国際的な技術学術交流の促進を図りたいと考えています。 

（http://kikainohi.jsme.or.jp/）<別添パンフレット参照> 

 

◆「機械の日・機械週間」記念行事 
－特別フォーラム，機械遺産認定表彰，記念講演，絵画コンテスト表彰－ 

 

 今年度は、8 月 7 日「機械の日」の前日より 2 日間かけて、本会関西支部との連携により特別

フォーラム、機械遺産認定表彰、記念講演、絵画コンテスト表彰を実施します。 

 特別フォーラムでは「この危機を契機として，機械に支えられた現代文明のこれからを考える」

と題し、哲学や文化人類学の分野で日本をリードしておられる鷲田清一氏（大阪大学総長），上田

紀行氏（東京工業大学准教授）のお二人をお迎えし、今後人類が機械（技術）とどのように関わ

っていくか等、皆様とともに考えてみたいと思います。 

 

開催日 2011 年 8 月 6 日（土）～8月 7日（日） 

会 場 大阪科学技術センター8階 大・中・小ホール（大阪市西区靱本町 1-8-4） 

参加費 無料 

 

8 月 6 日（土） 

〔特別フォーラム〕12.40～17.05 

 「この危機を契機として，機械に支えられた現代文明のこれからを考える」 
    鷲田清一（大阪大学 総長），上田紀行（東京工業大学 准教授） 

    松久 寛（京都大学 教授），小澤 守（関西大学 教授） 

    金子成彦（東京大学 教授／日本機械学会 筆頭副会長） 

 

〔機械遺産認定表彰〕17.20～18.00 
  認定される機械遺産は別紙資料をご参照ください。 

 

8 月 7 日（日） 

〔記念講演会〕10.00～15.00 

 （1）「レオナルド・ダ・ヴィンチの世界」  神谷和秀（富山県立大学 准教授） 

 （2）「超電導磁気浮上式鉄道の実用化に向けて」  白國紀行（JR東海 常務執行役員） 

 （3）「人の生活の中に入ってくるロボット」  石黒 浩（大阪大学 教授） 

 

〔絵画コンテスト表彰〕12.00～13.20 
  「未来の機械」や「夢の機械」など、本会ジュニア会友をはじめとした応募作品から優秀賞を表彰します。 

一般社団法人日本機械学会の動き 
＜http://www.jsme.or.jp/＞ 
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８月７日は「機械の日」。 
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◆国立科学博物館にて開催される長期イベントのご紹介 
 「機械の日・機械週間」に合わせて、国立科学博物館にて長期的に開催されるイベントも企画

しております。（別添パンフレット参照） 

 

・展示会「日本の先端科学技術の紹介」 

－日本機械学会賞（技術），優秀製品賞，機械遺産の紹介－ 

かがくの未来の夢 七夕たんざくコンテスト 

・7 月 26 日（火）開会式後、三菱総合研究所理事長 小宮山 宏 氏（前東京大学総長）によ

る特別講演を開催 
 

 「日本の先端科学技術の紹介」と題し、2010 年度本会学会賞（技術）受賞技術 7件、優秀製品

賞受賞製品 5 件を紹介いたします。また、昨年までに認定された機械遺産 43 件のパネル展示や、

来場された子ども達を対象に「七夕たんざくコンテスト」を実施予定です。 

 また、7 月 26 日（火）17:30 より小学校 5 年生以上の本会ジュニア会友および会員対象で、特

別講演『日本「再創造」－プラチナ社会の実現に向けて－』と題して三菱総合研究所理事長 小宮

山 宏 氏（前東京大学総長）より、地球温暖化やエコロジー、高齢化社会など、日本がかかえて

いる問題や解決への取り組みを分かりやすく説明して頂く予定です。 

 

開催日 2011 年 7 月 26 日（火）～8月 8日（月） 

会 場 国立科学博物館 地球館 2階フロア「科学と技術の歩み」展示コーナー 

    （東京都台東区上野公園 7-20） 

博物館入館料 一般・大学生 600 円，高校生以下無料 

 

・2011 夏休みサイエンススクエア「おもしろメカニカルワールド」 

（国立科学博物館 主催／日本機械学会関東支部 協力） 
 

 国立科学博物館の夏休み行事の一環として，小中高校生を対象とした 2011 夏休みサイエンスス

クエアが開催されます．本会関東支部では各大学の協力のもと「おもしろメカニカルワールド」

のコーナーを設けて参加しています．各研究室で作成した模型を使った実験を行うことで，機械

工学の原理を平易にやさしくわかりやすく示し，子供たちに慣れ親しんでもらう参加形式を心が

けております．今年で 13 回目になりますが大変好評で，理工系好きの青少年を育成するための一

助になればと考えております． 

 

開催日 2011 年 7 月 29 日（金）～8月 11 日（木）（8月 1日（月），8日（月）は休室です） 

会 場 国立科学博物館 日本館 1階企画展示室 

博物館入館料 一般・大学生 600 円，高校生以下無料 

 

7 月 29 日（金）～31日（日） 

    「ブランコはなぜゆれるの」（東京工業大学：木村研究室） 

8月 2日（火）～4日（木） 

    「自分で作れる！ちょっと不思議なやじろべい」（埼玉大学：佐藤研究室） 

8月 5日（金）～7日（日） 

    「あれ，水タンクで建物の揺れが止まるよ」（東京大学：金子研究室） 

8月 9日（火）～11日（木） 

    「地球に優しいクリーンエネルギー」（早稲田大学：勝田研究室） 

 

 

◆「機械の日・機械週間」に関するホームページ 
  http://kikainohi.jsme.or.jp/ 
 ＜ニュースリリースに関するお問い合わせ先＞ 

 〒160-0016 東京都新宿区信濃町35番地 信濃町煉瓦館5階 

 一般社団法人日本機械学会 

 学会運営部門 会員・情報管理グループ 井上 理 

 電話（03）5360-3503／FAX（03）5360-3508 

 E-mail：inoue@jsme.or.jp 














